
今週の例会（2018年11月30日）
■ プログラム

卓話担当 臼谷 旗世彦 会員

■ 次週のプログラム

12 月 14 日：卓話担当 渡辺 万寿 会員

■ 祝　誕生日

深井　喜一（3 日）

IZUMIOTSU　ROTARY CLUB

■ 今後の予定

■ ニコニコ箱

・植村さん、本日よろしくお願いします（藤野）
・植村さん、卓話よろしくお願いします（寺田）
・植村さん、卓話宜しくお願い致します。又、誕
　生日のお祝いありがとうございます（泉谷）
・欠席のお詫び（丹農）
・例会欠席のお詫び（林）
・欠席の詫びで御座居ます（釜野）
・早退のおわび（中）
・早退のおわび（今井）

累計
ニコニコ箱合計

394,000 円　
14,000 円

我等の生業

■ 今月のロータリーソング
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インスピレーションになろう
2018-2019　ＲＩ会長 バリー・ラシン　泉大津ロータリークラブ（創立1956.5.4）

■ 先週の例会

先週のプログラム

秋の夕日に　　　照る山もみじ
こいもうすいも　数ある中に
松をいろどる　　楓や蔦は
山のふもとの　　裾模様

もみじ

今月の歌
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Izumiotsu Rotary Club
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会　長　藤野 修次　副会長　藤原 重行
幹　事　寺田 敏也　ＳＡＡ  泉谷 仁博

例会場　　ホテルレイクアルスターアルザ泉大津
T E L　　 0725-20-1121
例会日時   毎週金曜日 12：30～13：30

泉大津ロータリークラブ

榎本（11/7 ワールド大阪ロータリー Eクラブ）
西野（11/16 親睦活動委員会）
丹農（11/15 高師浜 RC）

■ メークアップ

会長の時間
　今日は、「清涼飲料の
今昔」のお話をさせてい
ただきます。清涼飲料は、
食品衛生法規制で、乳酸
菌飲料、乳および乳製品
を除くアルコール分１
パーセント未満の飲み物
とされています。
　清涼飲料水の始まりには諸説がありますが、商業的
な清涼飲料水は１７００年代後半、スエーデンで始まっ
た炭酸飲料と言われています。これはイギリス人が発
見した、炭酸ガスを水に飽和させる方法を、商業的な
炭酸飲料の製造に活用したものです。その後、アメリ
カでは、炭酸水を果汁で味付けした飲み物が出来まし
た。入れ物として同時期に、コルク栓を針金でガラス
瓶の首に結び付け底がとがった、きゅうり瓶や加熱殺
菌法が発明されています。日本の清涼飲料水は、１８
５３年ペリー提督が「炭酸レモネード」を持ち込んだ
ことが始まりとされています。レモネードの「レ」を
当時の日本人が「ラ」と聞き、「ラムネ」と呼ばれるよ
うになったそうです。その頃には、イギリスでビー玉
入りラムネ瓶が発明されています。日本でのラムネの
販売は、１８６０年代に横浜や長崎で始まりました。
三ツ矢サイダーは、１８８０年代、兵庫県川西市平野
で「三ツ矢印平野水」から始まり、これが国産ミネラ
ルウォーターの最初と言われています。１８９０年に
入ると、アメリカで発明された王冠が世界に普及しま
す。日本でも１９００年代には王冠が輸入され、国産
化もされています。以来、王冠付はサイダー・ビー玉
付はラムネと呼ぶようになりました。この時代にはオ
レンジジュースがみかん水と呼ばれて販売され、１９
２０年ごろにはコカ・コーラの輸入やカルピスなど乳
酸菌飲料の販売が始まって多様化していきます。戦後

は、バヤリースやコカ・コーラなど外資の本格参入
が始まり、既存メーカーの抵抗もありましたが、経
済発展と共に広く普及していきました。同じ頃、容
器も繰り返し使えるガラス瓶から、使い捨ての缶が
一般的になりました。その後、ポリエチレン容器、
自動販売機などが登場しています。１９７０年代に
入ってから、スポーツドリンクやペットボトル、緑
茶飲料が登場し、さらに缶のステイオンタブや省エ
ネ自動販売機などが登場して成熟していきました。
現在では、時代に応じた商品を各飲料メーカーが販
売、熾烈な競争を展開しています。

藤野 修次 会長

■ 出席報告 会員数42名 出席免除0名

90.48％

月日 出席率出席数 欠席 補充

11/16 33 名 9名 ― 78.57％

11/2 35 名 7名 3名

■ ビジター
有田 和哉 様（新大阪RC）

○本日例会終了後、親睦活動委員会を開催します
○11月 25 日 IRCゴルフコンペ
　当日 7時 30 分に泉南カントリー集合です
　（松村 泰英 親睦活動委員長）

○津守滋氏の特別講演会
　「自由で開かれたインド太平洋戦略」
　11月 19 日（月）14：00～16：00
　泉大津商工会議所 2階大ホール
○和泉ロータリークラブ例会変更のご案内
　12月 19 日（水）は 12月 20 日（木）（忘年会）
　12月 26 日（水）は休会
　平成 31年 1月 2日（水）は休会
○来週の 11月 23 日（金）は勤労感謝の日で休会とな
　っております

委員会報告

　私は若いころから、「人生は思い出づくり」と何時も思っていました。思い
出には良い思い出、悪い思い出が有ります。悪い思い出は出来るだけ忘れ、い
い思い出だけを思い出すようにポジティブに生きて来ました。いい思い出を作
る方法として、旅行が有ります。私は若い頃から旅行が好きで、２５歳に初め
て海外旅行に行ったのが、韓国のソウルです。その当時は、戒厳令が敷かれ夜
の１２時になればサイレンが鳴り、軍隊が機関銃を持って道路に出て警戒し、

物々しい光景でした。その時に同行した人生の大先輩から、時間は自分で作るもの、若い内に出来るだけ
海外に出て色々な経験をしなさいと教えてくれました。年が行って、時間とお金が出来ても体の不調があ
れば行く気も無くすからと。それから今日まで、約３９年間で約８０回位海外に出掛けています。最初は
近場の東南アジアから後に遠方も行く様になりました。旅行には、個人旅行・家族旅行・団体旅行等が有
りますが、最近は夫婦で行くのが主に成っています。家族で行く時は、殆どビーチ・リゾートが主です。
私自身リゾートが大好きで、雄大なロケーションやエンターテイメントなど日頃のストレスが解消でき、
英気を養うには持って来いです。旅行からの帰りには、また行こうという気になり仕事にも励めます。長
年の経験で何時も思うのは、空港に行くと別世界のように思います。それは景気の良い時・悪い時、関係
無しに人が、どんどん集まって来る。色々な人の人間模様を眺めるのも楽しみの一つです。人其々の価値
観も勉強できます。
　今回は６泊８日のカナダナイアガラの滝・ニューヨーク・ワシントンの旅のご紹介をします。
　行かれた方も多くいると思いますが当時を思い出し。また行かれて無い方は、行く時の参考にしてくだ
さい。
　では写真を交えてご紹介します。

幹事報告　　　　　　　  寺田 敏也 幹事

嵐山の紅葉

次週 12 月 7 日のプログラム
クラブアッセンブリー
瀧谷 達 職業奉仕担当理事

卓話担当 植村 勢彦 会員

■ 祝　誕生日
植村 勢彦（17日）
泉谷 仁博（17日）


